
研究推進校事業報告書 

 
 

１  研究推進校の概要 

学 校 名 所 在 地 電 話 番 号 生徒数 備 考 

愛西市立八開中学校 愛西市江西町川原11番地 0567(37)0684 97人  

 

２  研究課題 

 (1)「考え、議論する道徳」への授業改善  

ア 学年の枠を越えたローテーション授業と、授業前後の短時間での検討会の実施 

イ 外部講師招聘による道徳授業の継続的な研修 

 (2)カリキュラムマネジメントによる「道徳的実践の場」の設定 

  ア 道徳の授業と、学校行事・特別活動・地域との活動・生徒会活動等の連携 

  イ 認め合い・議論・話合いの基礎を養うために、年間を通じて生徒のコミュニ 

ケーションスキルを育成する時間の設定 

 

３  研究主題とその設定理由 

「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育の充実 

－「考え、議論する」道徳の指導と評価－ 

八開中学校区は愛西市の北西に位置し、木曽川を挟んで岐阜県と隣接する、蓮田が広

がる農村地帯である。人口の流出入が少なく、祖父母・父母が本校卒業生という家庭も

少なくない。校区には八輪小学校・開治小学校があるが、本校は全学年単学級の小規模

校である。素直で穏やかな生徒が多いが、幼少期からの固定化された人間関係や人とか

かわる経験の少なさから、自分自身に自信がなく、なかなか活発な議論ができないでい

る。また、本校の職員構成を見ると、少ない人数であり、また教職経験が浅い教員も少

なくない。このような職員構成から、職員間での建設的な議論は少なく、「深い学び」

につなげるための授業研究や議論には、まだ至っていないという課題が浮き彫りになっ

ている。令和３年度から完全実施の新学習指導要領の趣旨にあるように、道徳の授業に

おいても、「主体的・対話的で深い学び」につなげていくことは、喫緊の課題である。 

  本事業を通して「深い学び」の充実、すなわち「考え、議論する道徳」に向けた授業

改善を進め、道徳教育の充実を図っていきたい。 

 

４  研究の概要及び特色 

 (1) 目指す生徒像 

「自ら考え、自ら発信し、自ら実践することができる生徒」 

＜自ら考える生徒＞ 

    自分や相手などが所属する集団にとって価値あることを考える生徒 

＜自ら発信する生徒＞ 

    自分や相手などが所属する集団がよりよい集団となるために、自分の考えや意見

をもとに議論する生徒 

＜取組と成果のポイント＞ 

 ICT機器を効果的に活用しながら、学年をまたいだローテーション授業や、縦割り道

徳（ブロック道徳）を、教師がチームを組んで行ってきた。また、学校行事や生徒会活

動と道徳の授業を関連付け、道徳的実践の場を意図的に設定してきた。結果、教師力ア

ップにつながるとともに、生徒の話合いも活発になった。また、道徳の授業の中で学ん

だことを生活の中で思い出す生徒が増えた。 



＜自ら実践する生徒＞ 

    自分の持ち味やよさを自覚し、相手意識をもって行動して自分を高めていこうと

する生徒 

 

 (2) 研究仮説 

ア 特別の教科道徳の授業において、自分の考えや感じ方をもとに主体的に議論する 

場を継続的に設定すれば、自分や他者のもつ様々な価値観を感じ取ることで自己の考

えを深め、進んで発信しようとする気持ちを高めることができるであろう。 

イ 特別の教科道徳の授業で深めた価値観をもとに、総合的な学習の時間・特別活 

動・地域との連携・生徒会活動等、実践する機会を意図的に設定すれば、生徒は主体

的に取り組み、道徳的実践力を高めることができるであろう。 

 

 (3) 研究組織 

   道徳教育推進教師を中心に職員を以下の２つの部会に分け研究を進めている。 

   ・ 授業研究部会  主として研究課題(1)に対する研究を行う。 

   ・ 道徳環境部会  主として研究課題(2)に対する研究を行う。 

 

 (4) 研究課題にかかわる取組 

ア「考え、議論する道徳」への授業改善 

    道徳教育に精通した講師を招聘し、職員の力量を高める研修を計画・実施した。

本校は全学年１クラスの小規模校であるため、全職員が学年をまたいで指導を行う

ローテーション授業を行っている。同じ資料で複数回授業をすることで授業改善を

図り、少しでも多くの職員と授業を見せ合う中で職員同士の情報交換をし、職員一

人一人の意識改革と授業力向上を図っていった。さらに、生徒においても、クラス

替えがなく、クラスメート以外の意見を聞く機会はほとんどない。そこで、体育

祭・地域奉仕活動の縦割り活動（ブロック活動）を活用し、期間を限定してブロッ

クごとに道徳の授業「ブロック道徳」を実施した。今まで議論したことのない上級

生や下級生と議論することで、より深い考えに至ること、そして上級生・下級生と

もに尊敬しあえる関係になることを期待して取り組んだ。 

    また、本校の年間指導計画に従い、時間割の中に道徳授業部会を設定し、道徳教

育推進教師を中心に短時間で効率的な協議会を行っている。授業前の協議会では、

ねらいにせまるための主発問や授業展開の検討等を中心に行う。参観者は赤（改善

点）・青（良かった点）・黄（疑問点）の付箋を持って参観し、その付箋を用いて

授業後の協議会で検討した。さらに「考え、議論する道徳」のために、経験が浅い

教員もそうでない教員も、「だれもができる道徳授業」を合言葉に、指導案を改善

したり発問のパターンを例示したりしながら取り組んだ。また、道徳の授業におい

てはワークシートを使用して道徳ファイルとしてポートフォリオを作成し、生徒・

教師ともに成長が実感できるようにした。 

イ カリキュラムマネジメントによる「道徳的実践の場」の設定 

本校で行っている既存のコミュニケーションスキルトレーニング「はちミツタイ

ム」の時間を土台とし、年間通じて行うことで、議論するために必要な生徒一人一

人のコミュニケーション能力を育成し、互いの気持ちをくみ取るスキルを身に付け

させている。道徳環境部会で内容を検討したり、結果を集約したりして生徒の実状

をつかんだ。また、生徒主体の朝会である「集会」の内容についても、道徳の授業

と連携させ、生徒自身のコミュニケーション力と自己有用感を高め、生徒が道徳的

実践の場として自主的に活動できるよう、委員会活動の時間を効果的に活用し、担



当者を中心に計画した。 

    生徒会主催の地域奉仕活動（地域清掃）や、夏祭り・福祉まつりなどの地域ボラ

ンティア活動、さらにいのちの授業における地域の方々とのふれあい等も、道徳的

実践の場として道徳の授業と連携させる計画を立てた。 

    授業参観の保護者出席率が高い本校において、年間計画に「親子道徳」として、

授業参観・学校公開・講演会を設定したり、生徒が書いたワークシートを綴る道徳

ファイルを各家庭に持ち帰って保護者に目を通してもらったりするなど、保護者に

も参加・協力を得て共通理解を深め、連携を図っている。また、学年通信や道徳通

信を発行することで保護者の理解を深め、意識を高めるとともに、生徒の変容を捉

え、評価に生かしている。 

 

５  研究計画 

月 実施内容 関連行事等 

４～５月 

・研究内容、研究目的の周知と共通理解 

・道徳年間計画の作成 

・研究計画と研究組織の策定 

・意識調査（本校作成） 

・道徳授業一斉公開（授業参観） 

・ローテーション授業の実施 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ（１年） 

生徒総会 

授業参観 

６月 

・意識調査（県教委作成） 

・校内研修（外部講師Ｂ招聘）奥村桂子氏 

 個別講習「Q-U 検査の生かし方」 

 6.23 ３・４・５限（学年ごと） 

・校内研修（外部講師Ａ招聘）土井謙次氏 

 6.28 15:15～講演「ICT 機器を使った道徳授業」 

修学旅行（３年） 

７月 

・外部講師による道徳の授業 

  助産師グループ OHANA 

7.7 ２限 ２年生 

「自分の心と身体を大切にするメッセージ」 

・ここまでの取組に対する資料収集と分析 

・改善点の考察等 

海部地区大会 

いのちの授業（２年） 

ブロック結団式 

校外学習（１年） 

文化講座（１・２年） 

薬物乱用防止教室（２年） 

９月 ・ブロック別授業開始（１～３年混合クラス） 体育祭 

１０月 

・ブロック別授業の継続 

・校内研修（外部講師Ａ招聘）土井謙次氏 

授業観察・研究協議 

  10.22 ５限授業 15:15～ 研究協議 

野外活動（２年） 

福祉実践教室（１年） 

地域奉仕活動 

生徒総会 

１１月 

・ブロック別授業の継続 

・校内研修（外部講師Ｃ招聘）中村浩二氏 

講演「生徒の思考の深め方」 

「道徳授業の評価について」 

  11.20 家族学級後 13:00～ 

・アンケート実施（校内作成） 

芸術鑑賞会 

有志発表 

学年合唱・作品展 

家族学級 



 ※ ４、５月は事業実施計画期間とする 

 

６  これまでの取組 

 (1) 授業研究部会の取組 

ア 学年での取組の様子 

本年度は、道徳の授業に不慣れな職員も授業ができるよう、外部講師の土井氏から

学んだ「卵パターン」と呼ばれる、主人公が変化する箇所を捉えて主発問を考えてい

く形式の教材を中心に、シンキングツールや ICT 機器の活用、指導案の形式の工夫な

どを行いながら、生徒の思考が深まるように指導法を研究している。３学年またいで

ローテーションをするため、３週間ごとにテーマを設けて、それを１ユニットとし

た。ここでは、ユニット３「自分自身(自分を高める)」の授業実践の様子を紹介す

る。 

 

(ア) １年生部会 ≪「しょうゆのふるさとを訪ねて」【C-(17)我が国の伝統と文化の尊重、国を愛する態度】≫ 

     １年生部会では、１・２年生の文化講座（筝

の授業）や、３年生の修学旅行の鎌倉分散活動

を見据えて、我が国の伝統と文化に関する教材

を扱った。主人公である「私」が日本のことに

ついてアメリカ人に意見を求められ答えられな

かった恥ずかしさに注目し、ふだんはあまり感

じることのない日本のよさに目を向け、改めて

よさを感じられるようにすること、日本人とし

ての自覚をもち、日本の文化とその継承・発展

の大切さを理解し、日本の文化に目を向けよう

とする意欲を育てることをねらいとした。主人

公がしょうゆのふるさとである和歌山県湯浅町

でしょうゆ店主の話を聞いたことをもとに、主

発問を「『私』が学んだことは何だろう」と

し、生徒同士で話し合った。「伝統を守ってい

きたいという気持ち」「労働力より意思を雇う

という考え方」「日本文化を大切にしたい」と

いう意見が出た。授業の中で「文化の発展」と

いう新たなしょうゆの開発にも触れたが、生徒

の振り返りにそのような点がほとんど盛り込ま

れておらず、もう一歩踏み込んだところまでど

のようにつかませるかという点に課題が残っ

た。 

 

１２月 

・外部講師による講演会 

 吉本興業 オレンジ 田中哲也氏 

 12.6  ５限「いじめ防止活動」 

・ここまでの取組に対する資料収集と分析 

・改善点の考察等 

人権週間 

ｵﾝﾗｲﾝ職場体験（２年） 

 

１月 ・授業実践と評価  

２月 
・意識調査（県教委作成） 

・本年度の反省と次年度に向けて検討 
３年生を送る会 



(イ) ２年生部会 ≪「あと一歩だけ、前に」【D-(22)よりよく生きる喜び】≫ 

    ２年生部会は、これから始まる中学校総合体育大会に向けて、「自分を見つめ、

生きることについて、考えよう」をテーマに、スガシカオさんの Progress という曲

を教材として扱った。今回は ICT 機器（iPad）を用いて、ロイロノートというアプ

リにあるクラゲチャートを活用しながら意見交流する方法を試行した。歌詞の中で

共感できる部分はどこか交流させ、その後、Progress（進歩・発展）に必要なこと

は何かを考えさせた。展開後半で機器を用いて交流すると、終末の振り返りの時間

が足りなくなってしまった。ICT 機器を用いて意見交流する際のデメリットとして、

今後の授業では、発問を厳選して行うことが必要であると確認することができた。

一方メリットとしては、入力後に互いの意見を瞬時に見ることができること、教師

側も生徒の考えが把握しやすいことから、今後も ICT 機器を活用した道徳授業の研

究を進めていきたいという考えに至った。 

 

(ウ) ３年生部会 ≪「鉄腕アトムをつくりたい」【A-(5)真理の探究、創造】≫ 

    ３年生部会は修学旅行（水陸両用バス乗車・リニア  

実験線見学）を見据えて、授業実践を行った。「卵パ 

ターン」の教材が見当たらず、この教材も、２年生同 

様、クラゲチャートを用いて実践した。しかし、教材 

文にある「知的好奇心」「知的欲求」という言葉に生 

徒も教師も意識が強く傾き、様々な考えが出にくい状 

態になってしまった。教師側としては、今回扱う内容 

項目をしっかりと理解することの必要性を確認し、生 

徒は、どうしても教材文に書かれている言葉に左右さ 

れてしまう傾向があるため、部会では一度教材文を読 

んだら教材文をしまわせるのはどうかという意見が出 

た。今回の教材は本来は３年生の教材であるため、１ 

年生にとっては内容が少々難しかったようで、やはり、知的好奇心という枠から出 

ることはなかった。３学年ローテーションの難しさも感じた。 

 

 イ ブロックでの取組の様子 

９月以降は、体育祭や地域奉仕活動の縦割り活動「ブロック」で道徳授業を行った。

３学年の生徒が混在した「ブロック道徳」で、異学年交流による思考の深まりを期待し

て実践した。教師側も、ブロック担当でチームを組み、ローテーション授業を行った。

ここではユニット６「地域社会」の実践を紹介する。 

 

(ア) 赤ブロック ≪「紙芝居」【C-(12)社会参画、公共の精神】≫ 

  この教材は、文芸部に地域の子どもたちの 

ために紙芝居を上演してほしいというボラン 

ティアの話がきたという内容である。部員た 

ちは議論するが、「私」は気が進まない。当 

日は会場係などの仕事も任せられ、てんてこ 

舞いの部員たちだが、上演後、笑顔で帰る子 

どもたちを見て「私」も心でガッツポーズを 

した。この教材を通して、社会に積極的にか 

かわっていくことの意味や大切さを考えさせ 

た。事前に板書計画と教師の役割分担を綿密 



に行った。展開前段では、紙芝居をする前と後の主人公「私」の気持ちの変化を心情 

バロメータを使って見比べた。その後「私」の気持ちがなぜ変わったか、４人グルー 

プで議論させた。本教材を通して、ボランティアは人のためだけでなく、自分の成長 

にもつながるなど、深い考えをもたせることができた。 

 

(イ) 黄ブロック ≪「私の町」【C-(16)郷土の伝統と文化の尊重、郷土を愛する態度】≫ 

新潟県村上市の伝統的建造物である町屋に住 

む「私」が、観光客から声をかけられたことを 

きっかけに、自分の住む家や街並みのすばらし 

さに気付き、誇りをもつようになったという教 

材である。「私」のふるさとを思う気持ちを捉 

え、地域の伝統や文化を守っていくために必要 

なことを話し合った。授業では、他の県の人に 

知ってもらうとよいという意見が出る一方、山 

車が解体されて東京に運ばれ展示されることに 

対する「私」の複雑な気持ちにせまり、伝統を 

守るとはどういうことか考えを深めることができた。 

 

(ウ) 青ブロック ≪「仏の銀蔵」【C-(10)遵法精神、公徳心】≫ 

    主人公である高利貸しの「銀蔵」は、高い

利子で人々から取立てをしていたという教

材である。ある日、銀蔵の証文つづりがカ

ラスに持ち去られる。借金をしていた人は

ほっとした。しかし、生活苦となった銀蔵

を見て人々は、「お天道様が見ている」

と、借金を返し始める。それから銀蔵は心

を入れ替え、高い利子を取ることはしなく

なった。授業では、自分にとってのお天道

様がどこにいるかをみんなで指で示した。

天井を指す生徒や自分自身を指す生徒など様々だったが、なぜそう思ったのか説明

し、人との違いを感じながら法や決まりを守るために大切なものは何か、考えを深め

ることができた。 

 

 ウ 二度目のクラス道徳での取組の様子 

   ブロック道徳を通して他学年との交流する中で、生 

徒は様々な方向からの考え方やグループ討議の仕方を 

学んできた。二度目のクラス道徳では、どのクラスも 

７月までの様子とは変わり、進んで話合いをする様子 

が見られた。ここでは３年生教材「小さな出来事【C- 

(11)公平、公正、社会正義】」を扱った、１年生での 

取組を紹介する。今回の教材の舞台は 1900 年代初頭の 

中国で身分差が無意識のうちに存在している時代であ 

る。学年を越えたローテーション道徳を行う際のデメリットとして教材の難易度の問題 

があるが、教材に触れるにあたり、プレゼンテーションソフトを使い、紙芝居方式で教 

材の内容をつかませた。主人公「私」が人力車に乗っていたところ、車夫が老婆をひっ 

かけた。その際に「なんともないよ、やってくれ」と言ったのだが、車夫は老婆を連れ



【授業後の生徒の感想】 
・ アンケートで書いてもらったみんなの親の言葉で泣きそうになった。みんな、親に大切に

されて、愛されているんだなあって。 
・ 私は、何度か「自分は本当に生きていてよいのか」と思うときがあったけれど、今回の授

業で、自分が産まれてきたこと自体が「キセキ」なんだなと思った。 
・ 今まではあまり自分の生まれた理由とか生きている意味とかがピンとこなかったけれど、

親と同じように子供を育て命を次へ次へとつなげていくことが、自分が命をもっている理由

なんだろうなと思いました。 

て派出所に向かっていった。その後ろ姿が急に大きく見えたのはなぜかと問いかけた。生

徒は、グループ討議を経て、様々な視点から考えを深めることができた。 

 

エ 外部講師による授業の様子 

 生徒を対象に外部講師を招聘し、前後期それぞれ１回ずつ、授業や講演会を行った。 

新型コロナウイルス感染症対策のために保護者の参観は見送ったが、生徒は、ふだんの

道徳の授業とは異なる様々な感想をもつことができた。 

 

(ア) 命の授業 「２年生」 【C-(19)生命の尊さ】 

   生徒向け授業の外部講師として、「生」教育助

産師グループ「OHANA（オハナ）」をお招きし、

「命の授業」を行った。この授業のねらいは、

「①自分の今あるいのちについて考える」「②家

族の絆を大切にする」「③自己肯定感を大切にす

る」である。内容については、第２次性徴の体や

心の変化、受精卵から始まる命、出産の経過やそ

の後の様子である。映像や話だけでなく、実際に

心音を聞いたり人形を抱いたりしながら体験的に

学習した。事前に２年生の保護者に生徒へのメッセージを依頼し、この授業の最後で助

産師が読み上げ、親の愛情について感じることもできたようである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) いじめ防止活動 全校【B-(6)思いやり、感謝】 

  吉本興業「オレンジ」田中哲也氏をお招きし、「笑いでいじめを吹っ飛ばせ―!!」 

という演題で講演会を行った。全校生徒が体育館に入り、タオルを使った体操で心も体 

も和らげてから、「夢をたくさんもってもらえるようになってほしい」「SNS に上がっ 

ているコメントは気にしない」「いじめられる側からいじめる側になったけれど」など 

田中氏自身の実体験を交えながら具体的なお話をうかがった。タオル体操では本校職員 



【取組後の生徒の振り返り】 
・ だんだん質問が思い浮かばなくなってきたので、答えた人の発言をもとに質問しようと思った。 
・ 質問されて二・三言しかしゃべらなかったから会話がはずまなかった。その質問についてくわしく

言ったり付け足したりすれば話がはずんだんじゃないかと思った。 
・ 最初の質問を大きな具体的な質問をしてから、そこからどんどん深めていくところを工夫した。 

【講演後の生徒の感想】 
・ 「いじめられている」ことを他の人に知られたくな

い、言いたくないという気持ちはすごく分かり、私の事

情なんて知らないのにと思うことがあった。そんな時に

話せる友達がいたら、気が楽になると思った。講演会を

受けて、少し気持ちが変わったと思う。 
・ 夢はもっていなくてもいい、やりたいことが夢に変わ

る、という言葉が心に響いた。自分はまだ夢がはっきり

していなく、少し焦りもあったが、この言葉を聞いて気

が楽になった。 
 

員代表も田中氏と一緒に取り組むことで、生徒との距離感を一層縮めることができた。 

 

(2) 道徳環境部会の取組 

ア はちミツタイム 

 コミュニケーションスキルの基礎（認め合い・議論・話合

い）を養うために、月に２回程度、学級活動の時間に１５分

間ほど実施している。事前にテーマや本日のメニューについ

て検討し、実施後は生徒の感想を集約して通信を発行し、学

校全体で意見を共有している。人によって感じ方や捉え方が

異なることを理解したり、全く逆の対応をする人もいること

を発見したりして、生徒相互の気持ちの理解に有効である。

一方、友達同士の気持ちのすれ

違いや誤解を回避するためには

有効かもしれないが、道徳の授

業を行う中でなかなか生徒の発

表の声が聞き取りにくく、「話

す」「伝える」という基本的な

練習をこの時間に取り入れ、発表する際の話形を繰り

返し練習（トレーニング）することも必要であると考

える。 

 

 

 

 

 

イ 道徳通信の発行・学校 HP の作成・廊下掲示の充実・道徳ファイルの活用 

     保護者への啓発活動として、随時各学年・各ブロックから道徳通信を発行してい

る。生徒が授業中にテーマについて考えたことを中心に掲載し、授業内で扱いきれ

なかった他の生徒の意見を知る機会にもなっている。道徳ファイルにも保存してい

る。学校 HP にも道徳の授業だけでなく、道徳教育

の視点から様々な生徒の活動を掲載し、道徳の授業

とのつながりが意識できるよう、地域や保護者・生

徒への啓発を図っている。時には学級全体で学校 HP

を閲覧し、中には生徒自ら HP を閲覧して話題にし

ている生徒もいる。「ブロック活動」掲示板には、

道徳通信や賞状等を掲示し、生徒への啓発を図って

いる。 

 



 

  ウ 道徳的実践の場の設定 

生徒会活動や学校行事を中心に、生徒が道徳の授業 

で学んだことを実践できるような場を設定している。 

毎年行っている「地域奉仕活動」や、形式を変えた「後期生徒総会」、今年度新しく 

企画した「有志発表 Bees Show」などがそれに当てはまる。後期生徒総会では、ICT 機 

器を活用し、委員長が作成した資料や報告に対してすぐに質問事項を入力し、それを 

読んだ委員長は瞬時に返答するというリアルタイムな活動を行った。全校の前ではな 

かなか質問するのは難しいが、今回 65 の質問が集まり、各委員会委員長と生徒会役員 

を除けば、自主的に１人一つ程度の質問をしたことになる。また、地域奉仕（地域清 

掃）活動を終えて、生徒の感想には道 

徳の授業で考えた事柄が現れているも 

のが見受けられた。有志発表では、出 

演した生徒から、「新しい体験ができ 

てよかった」「緊張したがとてもいい 

経験になった」という感想が見られ、 

一方見ていた生徒へのインタビューで 

は「ふだんと違う姿が見られて驚いた」 

などという感想が聞かれ、双方ともに 

新たな一面を感じることができたので 

はないかと思う。 

 

７  研究の評価 

(1) 研究の成果 

・ ローテーション道徳を計画的に実施し、チーム

で授業に取り組むことで、職員の道徳の授業に対

する意識が向上するとともに、教師力アップにつ

ながった。特に、指導案や授業スタイルを工夫し

たり、定期的に各部会やブロック会を開催したり

したことが効果的であった。 

・ ブロック道徳を通じて、今まで交流した

ことのない仲間と討議することで生徒の考

えが深まるとともに、特に討議の中心と

なった３年生の自己肯定感に大きな変化が

見られた。 

 

 

 

 

 



・ ICT 機器を活用しながら４人グルー  

プでの話合い活動を中心に授業研究 

を進めることで、生徒の記述がデータ 

化され、授業中に教師が生徒の意見を 

把握したり通信や HP に活用したりでき 

た。授業者以外も生徒の考えがいつで 

も把握でき、評価に生かすことができた。 

・ 学級活動や生徒会活動で、担任や担当者が道徳教育の視点から教育活動を行えば、 

道徳の授業で学習したことを生活の中で思い出す生徒が増えてきた。 

 

 

(2) 今後の課題と取組 

・ ブロック道徳後のアンケート結果では、１年生 

の「自分の意見を伝えている」に対して、数値変 

化はほとんどなかった。２回目のクラス道徳では 

活発に意見交流する姿が見られたが、ブロック道 

徳では、１年生が２・３年生と討議することに対 

して遠慮しがちになるため、異学年交流では下級 

生が自分の考えを十分に伝えきれなかったと考え 

られる。 

・ 道徳授業において、生徒に討議させる部分では   

どうしても教師が意図する方向に引っ張ってしま 

う傾向がある。教師がわざと異質な意見を言った 

り、生徒の意見を流さずに細かく拾ったりするこ 

とで、生徒の話合いを深めていきたい。 

また、チームで道徳の授業を行っているが、T 

２や T３がどのように生徒のサポートに入るのが 

よいかが、これからの研究課題の１つである。 

・ めざす生徒像について、アンケート結果から 

「集団生活の充実」「よりよい校風」に関する項 

目がどの学年も４～13％上昇している。先述した 

生徒の様子などから考えると「自ら考え、自ら発 

信しよう」とする生徒が増えてきたと考えられ 

る。道徳科の授業とふだんの生活の結びつきにつ    

いても一定の成果は見られたが、先述の「道徳科 

に学習したことを生活の中で思い出す」のアン 

ケート結果からも分かるように、まだ相手意識をもって行動していこうという意識が 

弱い生徒も相当数存在する。あと一歩、「自ら実践する生徒」にはせまり切れなかっ 



たのではないか。道徳と各教科との関連を把握し、適宜担任や担当者から道徳授業に 

ついて触れるなどして、道徳授業を中心とした道徳的実践力を高めていきたい。 


